
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
（
第
十
七
回
）

「望
郷
の
歌
～
大
宰
府
官
人
達
～

」

「
遠と

お

の
朝
廷

み

か

ど

」
と
万
葉
集
で
詠
ま
れ
た
筑
紫
の
大
宰
府
政
庁
（
都
府
楼
と
も
呼

ば
れ
た
。）
跡
は
、
福
岡
県
太
宰
府
市
観
世
音
寺
四
丁
目
に
あ
る
。

今
、
史
跡
公
園
に
な
っ
て
い
る
大
宰
府
南
門
跡
に
立
つ
と
万
葉
集
に
詠
わ
れ
た
大

野
山
（
現
・
四
王
寺
山
）
が
北
の
正
面
に
見
え
る
な
ど
大
宰
府
着
任
後
間
も
な
く

妻
を
失
く
し
傷
心
の
大
伴
旅
人
等
が
詠
っ
た
万
葉
風
景
が
当
時
と
変
わ
ら
な
い

と
思
わ
れ
る
姿
を
見
せ
て
く
れ
る
。

大
野
山
は
旅
人
に
な
り
代
わ
っ
て
旅
人
の
妻
の
死
を
悼い

た

ん
だ
山
上
憶
良
が
「
大

野
山

霧
立
ち
渡
る

我
が
嘆
く
息
嘯

お

き

そ

の
風
に

霧
立
ち
渡
る
」（
巻
五
―
７
９

９
）
．
本
・
筑
紫
（
九
州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
第
九
回
に
掲
載
）
と

詠
ま
れ
た
「
大
野
山
（
現
・
四
王
寺
山
）
福
岡
県
太
宰
府
市
、
大
野
城
市
、
糟
屋

郡
宇
美
町
に
ま
た
が
る
標
高
４
１
０
ｍ
の
山
」
が
ま
じ
か
に
望
め
。

ま
た
、
南
方
８
キ
ロ
の
遠
く
に
天
気
の
良
い
日
に
は
妻
を
病
で
失
く
し
た
大
伴
旅

人
が
奈
良
の
都
か
ら
の
弔
問
使
ら
と
と
も
に
「

橘
た
ち
ば
な

の

花
散
る
里
の

ほ
と
と

ぎ
す

片
恋
し
つ
つ

鳴
く
日
し
ぞ
多
き
」（
巻
八
―
１
４
７
３
、
本
・
筑
紫
（
九

州
）
の
万
葉
集
と
風
景
画
シ
リ
ー
ズ
第
十
一
回
に
掲
載
）
と
「
記き

夷
の
城き

」
に
登



り
詠
ん
だ
と
い
う
山
「
基
山

き

ざ

ん

（
佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町
と
福
岡
県
筑
紫
野
市
に

ま
た
が
る
標
高
４
０
４
ｍ
の
山
。）
」
が
展
望
で
き
る
。

こ
の
大
野
山
お
よ
び
基
山
に
は
天
智
四
（
６
６
５
）
年
に
外
国
（
唐
・
新
羅
の
連

合
軍
）
か
ら
の
日
本
へ
の
進
攻
に
備
え
る
た
め
に
朝
鮮
式
山
城
（
大
野
城
と
基
肄

城
）
が
築
か
れ
大
宰
府
政
庁
の
南
と
北
を
護
る
軍
事
拠
点
と
な
っ
た
。

四
王
寺
山
（
万
葉
時
代
の
大
野
山
）
の
北
の
麓
に
広
が
る
大
宰
府
政
庁
（
都
府
楼
）

跡
は
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
、

古
い
に
し
え

を
偲し

の

ぶ
も
の
は
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
い

る
が
、
唯
一
、
奈
良
の
都
（
平
城
京
）
や
難
波
に
つ
ぐ
大
き
さ
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
在
り
し
日
の
政
庁
を
偲
ば
せ
る
大
き
な
礎
石
群
が
整
然
と
並
ん
で
い
る
。

「
目
で
み
る
大
宰
府
」（（
財
）
古
都
大
宰
府
保
存
協
会
）
に
は
、
こ
の
地
に
政
庁

の
建
物
が
並
び
、
１
０
０
０
人
を
超
え
る
官
人
が
仕
え
て
い
た
と
い
わ
れ
、
地
方

と
し
て
は
最
大
級
の
役
所
で
、
そ
の
地
理
的
歴
史
的
条
件
か
ら
、
①
九
州
と

壱
岐

い

き

・
対
馬

つ

し

ま

・
種
子
島

た
ね
が
し
ま

（
九
国
三
島
）
を
治
め
る
、
②
外
国
に
対
し
て
国
を
守
る

辺
境
防
衛
、
③
外
交
を
司
る
と
い
う
大
き
な
役
割
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
述
べ
る
。

大
伴
旅
人
が
大
宰
府
に
赴
任
し
た
の
が
、
神
亀
四
（
７
２
７
）
年
末
か
翌
年
春
頃

で
都
が
平
城
京
に
あ
っ
た
時
で
あ
る
。

都
か
ら
陸
路
で
行
け
ば
十
四
日
、
海
路
で
行
け
ば
三
十
日
を
要
す
る
遠
く
西
海

（
九
州
地
方
）
の
地
で
大
宰
府
の
長
官
と
い
う
こ
と
を
担
う
こ
と
は
、
齢
六
十
を



過
ぎ
、
こ
の
地
で
妻
を
失
く
し
た
旅
人
に
と
っ
て
は
、
心
身
と
も
に
辛
い
も
の
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
ふ
た
た
び
都
の
土
を
踏
む
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
、

旅
人
の
胸
中
に
は
そ
の
よ
う
な
思
い
が
込
み
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
万
葉
集
に

は
都
あ
る
い
は
大
和
へ
の
望
郷
の
思
い
が
ひ
と
し
お
強
い
次
の
歌
が
あ
る
。

「
防

人

司

さ
き
も
り
の
つ
か
さ

佑
の
す
け

・
大
伴
四よ

綱つ
な

が
歌
二
首
」

や
す
み
し
し

我
が
大
君

お
ほ
き
み

の

敷
き
ま
せ
る

国
の
中う

ち

に
は

都
し
思
ほ
ゆ

巻
三
―
３
２
９

作
者
：
大
伴
四
綱

藤
波

ふ
じ
な
み

の

花
は
盛
り
に

な
り
に
け
り

奈

良
の
都
を

思お
も

ほ
す
や
君

 
 

巻
三
―
３
３
０

作
者
：
大
伴
四
綱

（
解
説
）

大
宰
の
帥
・
大
伴
旅
人
に
同
族
の
四
綱
が
、
「
天
皇
を
治
め
る
国
々
の
内
（
＝
食



す
国
）
で
は
、
奈
良
の
都
こ
そ
一
番
懐
か
し
く
思
わ
れ
る
。
藤
の
花
は
盛
り
に
な

り
ま
し
た
。
都
の
こ
と
を
思
い
や
ら
れ
ま
す
か
、
あ
な
た
は
」
と
歌
い
か
け
た
も

の
。

・
そ
れ
を
承
け
て
大
伴
旅
人
が
応
え
て
詠
っ
た
次
の
歌
が
あ
る
。

我
が
盛さ

か

り

ま
た
を
ち
め
や
も

ほ
と
ほ
と

に

奈
良
の
都
を

見
ず
か
な
り
な
む 

 
 

巻
三
―
３
３
１

大
伴
旅
人

（
解
説
）

巻
三
―
３
２
９
、
３
３
０
の
歌
を
承
け
て
「
若
い
時
代
が
再
び
返
っ
て
来
る
こ
と

が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
、
も
し
か
す
る
と
、
奈
良
の
都
を
見
ず
に
こ
の
大
宰
府
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」
と
歌
を
返
し
て
い
る
。

（
写
生
地
）
巻
三
―
３
３
１
の
万
葉
が
詠
わ
れ
た
当
時
、
都
で
あ
っ
た
平
城
京
跡

に
平
成
九
（
１
９
９
７
）
年
に
復
元
さ
れ
た
宮
の
南
門
の
中
で
も
中
心
に
位
置
し
、

最
も
重
要
な
門
で
あ
る
。
「
朱
雀
門

す
じ
ゃ
く
も
ん

」
と
周
辺
に
桜
の
花
が
満
開
の
平
城
宮
跡
風

景
、
遠
景
に
葛
城

か
つ
ら
ぎ

山
連
峰
が
古
代
と
変
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
雄
大
な
姿
を
見
せ
て

く
れ
る
。 

 
 
 
 
 

（
杏

花
）



（
２
）
「
平
城
京
の
風
景
」（
上
田
正
昭
監
修
・
千
田
稔
著
）
に
よ
る
と
天

平

て
ん
ぴ
ょ
う

の

初
頭
（
７
２
９
年
）
頃
、
筑
紫
大
宰
府
で
は
、
時
の
大
宰

だ
ざ
い
の

少
し
ょ
う

弐に

の
小
野

お

の

の

老お
ゆ

の
位
階

い

か

い

（
地
位
の
昇
進
）
を
祝
う
、
さ
さ
や
か
な
宴

う
た
げ

が
催
さ
れ
た
。
宴
の
主
催
者
は
大

宰
府
帥
（
長
官
）
の
大
伴
旅
人
。
宴
は
い
つ
も
の
よ
う
に
歌
会
で
締
め
く
く
ら
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
昇
進
の
喜
び
醒
め
や
ら
ぬ
小
野
老
は
次
の
有
名
な
歌
を
絶
唱

す
る
。
と
当
時
の
状
況
を
想
定
し
て
い
る
。



「
あ
を
に
よ
し

寧な

楽ら

の
京
師

み
や
こ

は

咲
く

花
の

薫に
お

ふ
が
ご
と
く

今
盛
り
な
り
」 

 
 
 

巻
三
―
３
２
８

作
者

小
野

老

（
解
説
）

奈
良
の
都
は
、
咲
く
花
が
美
し
く
照
り
映は

え
る
よ
う
に
、
今
盛
り
で
あ
る
こ
と
だ
。

・
小
野
老
は
大
宰
府
の
次
官
で
あ
る
大
宰

だ
ざ
い
の

少
し
ょ
う

弐に

の
職
に
あ
っ
た
時
に
、
大
宰
府

で
は
る
か
平
城
の
都
を
賛
美
し
た
歌
で
あ
る
。

・
こ
と
さ
ら
に
こ
の
歌
に
は
望
郷
の
想
い
と
都
の
美
し
さ
に
対
す
る
彼
の
憧
れ
の

想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

・
こ
の
歌
が
宴
の
締
め
く
く
り
の
歌
会
で
詠
わ
れ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
が
そ
の

場
所
は
他
の
宴
の
開
催
場
所
か
ら
推
定
す
る
と
主
催
者
の
大
宰
帥
・
大
伴
旅
人
邸

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。（
古
代
の
三
都
を
歩
く
・「
平
城
京
の
風
景
」
上
田
正
昭

監
修
・
千
田
稔
著
参
照
）

・
大
宰
帥
・
大
伴
旅
人
邸
は
何
処
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
と
長
い
間
探
し
続
け

ら
れ
て
き
た
。
森
弘
子
著
「
大
宰
府
発
見
」
に
は
今
ま
で
一
つ
の
論
拠
と
さ
れ
て

い
る
の
は
「
万
葉
集
」
の
歌
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。



・
大
宰
府
で
詠
わ
れ
た
大
伴
旅
人
の
歌
に
は
、
た
と
え
ば
次
の
二
首
が
あ
る
。

「
わ
が
岡
に

さ
男
鹿

を

じ

か

来
鳴
く

初
萩
の

花
嬬つ

ま

問
ひ

に

来
鳴
く
さ
男
鹿

を

じ

か

」（
巻
八
―
１
５
４
１
）

「
わ
が
岳を

か

に

盛
り
に
咲
け
る

梅
の
花

残
れ
る
雪

を

ま
が
へ
つ
る
か
も
」（
巻
八
―
１
６
４
０
）

以
上
の
歌
の
よ
う
に
「
わ
が
岡
」「
わ
が
岳
」
と
い
う
表
現
し
た
も
の
が
数
首
あ

り
旅
人
の
邸
が
丘
の
上
か
岡
の
辺
に
あ
っ
た
こ
と
を
偲
ば
せ
る
。
と
あ
る
。

現
在
の
大
宰
府
政
庁
跡
は
筑
紫
野
大
宰
府
線
（
筑
紫
野
市
大
字
山
家
～
大
宰
府
市

観
世
音
寺
２
丁
目
）
の
途
中
に
あ
る
。
こ
の
沿
線
に
は
九
州
国
立
博
物
館
、
観
世

音
寺
と
大
宰
府
政
庁
跡
が
あ
り
近
く
に
は
太
宰
府
天
満
宮
と
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
、
道
路
は
い
つ
も
観
光
客
の
車
で
混
雑
し
て
い
る
。

・
大
宰
府
政
庁
跡
入
口
か
ら
四
王
寺
山
（
万
葉
集
で
は
大
野
山
）
が
政
庁
の
背
景

に
そ
び
え
、
丘
は
政
庁
跡
の
東
西
２
カ
所
に
あ
る
。「
大
宰
府
発
見
」
で
森
弘
子

氏
は
、
政
庁
跡
の
西
側
の
小
さ
な
丘
は
今
で
い
え
ば
税
務
署
。
西
海
道
（
今
の
九

州
地
方
）
諸
国
か
ら
収
め
ら
れ
た
物
品
を
保
管
す
る
蔵
を
管
理
し
た
「
蔵
司
」
が

あ
り
、
ま
た
、
政
庁
跡
の
東
側
に
あ
る
小
丘
「
月
山
」
に
は
当
時
、
漏
刻
台
（
水

時
計
）」
が
あ
っ
て
こ
こ
か
ら
時
を
報
じ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。



大
伴
旅
人
邸
宅
と
推
定
さ
れ
る
、
歌
で
詠
わ
れ
て
い
る
「
わ
が
岡
（
又
は
、
わ
が

岳
）
」
は
従
来
か
ら
大
宰
府
政
庁
跡
の
西
北
に
位
置
し
た
、「
蔵
司
」
が
あ
っ
た
と

推
定
さ
れ
て
い
る
小
丘
の
隣
接
地
に
あ
る
「
坂
本
八
幡
宮
」
辺
り
が
立
地
条
件
と

し
て
有
力
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
が
森
弘
子
氏
は
「
大
宰
府
発
見
」
の
著
書
の
中

で
坂
本
八
幡
そ
の
も
の
は
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
が
「
蔵
司
地
区
」
の
発
掘
調
査
で

は
、
大
伴
邸
跡
地
で
あ
る
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
「
こ
こ
が
旅
人

の
邸
跡
と
云
え
る
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
を
も
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
最
近
の
学
説
か

ら
、
難
波
京
や
平
城
京
な
ど
他
の
宮
の
遺
跡
と
の
比
較
検
討
な
ど
か
ら
万
葉
集
で

詠
わ
れ
て
い
る
岡
を
政
庁
の
東
に
隣
接
す
る
「
月
山
」
の
地
が
有
力
候
補
で
は
な

い
か
と
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
確
定
的
な
こ
と
が
わ
か
っ
て
お
ら
ず
、
ま
だ

ま
だ
万
葉
時
代
の
謎
、
ロ
マ
ン
が
続
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

（
参
考
文
献
）

・
森
弘
子
著
「
大
宰
府
発
見
」
海
鳥
社
・
千
田
稔
著
「
平
城
京
の
風
景
」
文
英
堂
・「
都
府
楼
・

特
集
万
葉
集
」・「
目
で
み
る
大
宰
府
」（
財
）
古
都
大
宰
府
保
存
協
会

・「
図
説
・
日
本
の
古

典
・
万
葉
集
」
集
英
社

他

（
写
生
地
）
大
宰
府
政
庁
南
門
跡
付
近
か
ら
旅
人
邸
跡
の
有
力
候
補
と
云
わ
れ
る

「
月
山
」
南
麓
付
近
を
描
く
。
丁
度
、
梅
の
花
が
満
開
で
あ
っ
た
。
手
前
の
建
物

は
「
大
宰
府
展
示
館
」
。（
杏

花
）



 
 
 
 
 
 
⦿

大
伴
旅
人
邸
跡
推
定
地

 
 
 
 
 
 
 
⦿

大
宰
府
政
庁
跡
平
面
図


